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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、古典派経済学が展開した資本主義認識を出発点に据え、世界経済分析の基礎理論ともいうべき国
際分業論を軸にして古典派の歴史認識と理論の現代的な有効性を吟味しつつ、現代世界が直面する環境問題と
文化の問題に接近することを課題にしている。その場合、本論文は、現代世界は古典派経済学が描いた蓄積と
市場の社会をはるかに超えて、新たな社会・人間の原理を構築すべき地点に到達しているとの認識に立ってお
り、したがって、経済学の主流である蓄積論と市場論の限界を指摘し、新たな社会秩序・社会統合のあり方に
論究している。 
 本論文は三部構成である。第一部｢国際分業論と蓄積論｣では、古典派経済学、特にD・リカードウとE・G・ウ
エイクフィールドの蓄積論と国際分業論（市場論）の構造を批判的に検討し、その体系の意義と現代的限界を
明らかにしている。 
 第二部｢国際分業論と環境論｣では、｢経済といのち｣をテーマにして、まずエントロピー論による｢真の生産｣
について明確にし、持続可能な発展論の批判的検討を行っている。持続可能な発展論は本来環境との共生を視
野にいれた議論であったはずが、環境を無視した経済発展の持続性のみの単純な議論に堕しており、こうした
議論の批判的検討は不可欠な作業である。そして環境論として、現代経済を支える４つのシステム、すなわち
価値増殖システム、市場システム、工業システム、そして国際経済システムの根源的な検討の重要性に言及し
ている。 
 第三部｢国際分業論と文化論｣では、グローバルな経済の展開の本質は、経済の発展の問題では決してなく、
文化の問題であることを明らかにしている。この問題を解明するには、K・ポランニーの提起した｢文化的真空｣
（人間性の喪失・精神の荒廃）という概念が有効で、その概念を積極的に生かす方法を検討している。現代世
界の病根は、｢文化的真空｣とそこに何を埋め込めばいいのかの展望が見出せないところにあり、三部では、そ
のヒントを宗教哲学者M・エリアーデの｢宗教的人間｣（人間存在の本質を聖なるものの発見に見る）に求め、｢俗
なる経済｣から｢聖なる社会｣・｢聖なる経済｣への転換を展望している。 
 本論文は、現代世界が直面する環境と文化の問題を正面に据え、経済学としてどのような回答を用意できる
のか、グローバリゼーション時代における経済学の課題とあり方について問題提起を行ったものである。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、第Ⅰ部｢国際分業論と蓄積論｣、第Ⅱ部｢国際分業論と環境論｣、第Ⅲ部｢国際分業論と文化論｣の３
部から成り立っている。題名からも推察されるように、本論文は、古典派経済学者リカードとウェイクフィー
ルド、特にリカードの国際分業論あるいは外国貿易論を出発点としながら、それを地球環境問題との関連にお
いて、さらに現代世界の文化的諸問題との関連において内在的に再検討・批判し、著者独自の経済世界観の構
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築を試みたものである。 
 第Ⅰ部については、主要なテキストおよび内外の主要な研究文献の厳密な読解に基づいて、リカードの外国
貿易論を彼の｢資本蓄積論を完結させるもの｣として位置づけた点、およびウェイクフィールドの組織的殖民論
を古典派経済学体系のなかに正当に位置づけた点などが高く評価される。こうした位置づけによって、古典派
経済学の国際分業論と自然環境問題の関連を論ずるための理論的展望が開けることになった。 
 第Ⅱ部については、｢持続可能な発展｣論などの批判的検討を通して、学派を問わず経済学一般に共通する、
いわゆる経済学的思考が環境問題の解明にとって本質的な限界を持つことを明らかにした点、さらに、｢自然を
含めた豊かな生活価値世界｣論などの提起を通して、自然破壊に抵抗しうる循環的な｢定常経済｣を｢地域社会｣
を拠点として構築するという、新たな経済社会像を提出している点などが高く評価される。こうした議論によ
って、第Ⅲ部の文化論を展開するための理論的基盤が与えられることになった。 
 第Ⅲ部は、著者の学問的営為の現時点での到達点を示すものであり、従来ほとんど注目されることがなかっ
たポランニーの｢文化的真空｣論を基礎として、今日の経済問題や環境問題の核心に経済学的思考あるいは｢経済
主義的文化｣による｢生活価値世界｣の破壊があることを明らかにした点、さらに、エリアーデの宗教学を手がか
りとして、｢地域｣を基盤とした、豊饒な意味世界構築のための理論的・哲学的視点を提示した点などが高く評
価される。 
 無論、本論文の意図が壮大なだけに、細部にはいくつかの不十分な点も散見される。たとえば、リカードの
『経済学と課税の原理』序文に見られる｢社会の異なる諸段階different stages of society｣を歴史的（継起的）
に解釈するなど、学説史学的にはやや無理な議論の展開が見られること、筆者が構想する新たな｢地域社会｣な
るものが具体的にどのような内容を持つものなのか、ある種の自給自足的な空間を想定したものなのか、国際
分業に抵抗する拠点になりうるものなのかなどの点が必ずしも明確でないこと、筆者の現代世界批判・モダニ
ズム批判は、なるほど産業主義批判という点では説得的だが、民主主義や人間主義批判を含んでいないという
意味で不徹底に思われる、などの欠点を指摘しうる。 
 しかし、これらはいずれかというと瑣末な問題であり、｢蓄積論｣→｢文化論｣→｢文化論｣とつながる、本論文
の強靭かつ雄大な論理展開に対する高い評価を覆すものではない。博士学位を授与するのに十分値する論文で
あると判断する。 
